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こなん水辺公園ではさまざまな秋のイ

ベントが行われています。田んぼの稲刈

りや餅つき大会のほか、こなん水辺公園

解説員グループが実施するリース作り、

ホタルの放流、外来植物の除去作業など、

どなたでも参加いただけるイベントが日

曜日を中心に実施されています。 

10 月 16 日には河北潟自然再生まつり

が行われました。河北潟の環境保全に取

り組む複数の団体によるイベントで、水

質調査、生き物クイズ、カヌー体験、ゴ

ミ拾いなどの活動が行われました。あわ

せて芝生広場では、めった汁の提供や河

北潟の農産物の即売、モンゴルのゲルや

舟小屋模型の展示、中国ちまきの紹介な

どもあり、盛りだくさんのイベントでし

た。セイタカアワダチソウ抜き大会で梨

が１箱当たった方もいました。秋のこな

ん水辺公園にふらっと訪れてみてくださ

い。もしかしたら楽しいイベントに出会

えるかもしれません。イベントがないと

きにも生き物との出会いや楽しい自然の

イベントにめぐり会えるかもしれません

よ。 

 

めった汁コーナー 

 

直売コーナー 

 

雨雨雨雨のののの中中中中ででででもももも出会出会出会出会ええええたたたたよよよよ    

11 月 6 日の日曜日はあいにくの雨で、

来園者もほとんどいませんでした。静か

なこなん水辺公園でしたが、生き物たち

は活発に活動していました。いつもは、

あまり近くで見ることのできない小鳥達

も人がいないので安心してか、あるいは

雨の中を飛ぶのがいやなのか、芝生広場

で一生懸命えさを探しているところに近

づいても、逃げる気配がありません。ハ

クセキレイを普通のコンパクトデジカメ

で大きく撮ることができました。 

 

雨が好きな生き物もいます。特に小動

物の中には、雨の時にこそ活動的になる

ものも多くいます。特に、体を乾燥から

守る仕組みがあまり発達してない動物は

雨が好きです。アマガエルなど雨になる

と元気に鳴きますね。ヤナギの樹には、

オナジマイマイが這い回っていました。 

  

外来植物外来植物外来植物外来植物のののの除去作業除去作業除去作業除去作業にににについついついついてててて    

今年も河北潟の周辺の水路や河川で、

外来植物の除去活動が行われます。この

活動は、河北潟地区外来植物対応方策検

討会と河北潟の水辺を守り隊に参加する

団体が主体となって、また一般の市民に

呼びかけて実施するものです。全部で 5

回実施されますが、11 月 20 日(日) 9:00

～11:00 には、金沢市こなん水辺公園と

その周辺での除去活動が行われます。こ

なん水辺公園には外来植物のチクゴスズ

メノヒエが繁茂しており、2 年前に大規

模な除去活動が行われましたが、また少

しずつ増えています。お手伝いいただけ

る方は、河北潟湖沼研究所まで。 

 



10 月の生き物情報（こなん水辺公園管理学習棟ホワイトボードより） 
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